

















政治におよぼす影響」や（小田切 1974：58）、小田切 ･ 鈴木秀一による「経済的発展が窮極におい
ては政治諸現象の根底にあること、経済的発展に根ざす民衆の経済的政治的要求とその実現のための


















れば「生産、分配、交換、消費」は「すべて 1 つの総体の構成部分をなしており、1 つの統一体のな








上げる。「生産力」や「生産関係」にかんする記述は、1960 年代前半（および 1950 年代末）に集中
している。それゆえ、2･3 章で検討する文献もまた、この時期のものを中心とする。2･3 章での検討

























































































































































































































3．文化 ･ 芸術 ･ 思想、それを生んだ人々と、その継承。








































かったようである。それゆえ、安井実践の掲載された 3 年後には、『歴史地理教育』誌上に「民族 ･






















































































































内田によれば、「2 つの分業を 1 つに統一するというやり方に問題が出てくる」こと、そして「スミ
スの分析では人間が労働力商品になっているということの意味が鮮明にされていない。その面は完全






















































































































1）  筆者は『教授学の探究』23 号（北海道大学教育学部教育方法学研究室編、2004）において経済




3）  長島は ,「資本主義経済」を「人と人との関係が、商品 ･ 貨幣 ･ 資本というものによって取り結
ばれる体制」と定義している（長島 1995：28）。
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The Place of ‘Producing Relationship’ in History Education:
The Social Morality as a Basic Principle of Curriculum
ARAI Shin-ichi
Abstract : I studied about contents of ‘Producing Power and Producing Relationship’, argued among the history 
education researchers and teachers in the 1970’s. ‘Producing Relationship’ in history education was chiefly told 
as ‘Class struggles’ with the increase of ‘Producing Power’, which was represented as the practice ‘The History 
of Farmers in Matsudo’, reported by Toshio Yasui, a history teacher, in 1972. But Yoshihiko Uchida, a famous 
economist, says that ‘Producing Relationship’ appears as ‘Class struggles’ after definite process, and ‘Class 
struggles’ will not be accomplished before social morality is formed. I suggested the contents of education about 
the forming process of social morality, which will become a basic principle of curriculum.
